高らかな笑い声をあげるポーキー。と、そのとき、突然、ポーラが祈りはじめた。
「ポーラ、いったい、なにを……?」
呆然と見守るぼくらに向かって、ポーラはチラと顔を上げる。
「祈るのよ。わたしたちだけの力じゃ、ギーグを倒せないわ。世界中の人に呼びかけるの」
ポーラは再び顔をふせ、両手を組み合わせて一心に祈りはじめる。
「お願い。わたしの祈りに気付いたあなた……わたしたちに力を貸して………
ポーラの祈りの声が、洞窟の中に響き渡る。
674
気付くと、ぼくらは全員、スペーストンネル3の中にいた。あれ、どうしたんだっけ?
呆然としながら、体を見回すが、特に変わったところはない。あいかわらず機械の体だ。
「ぼくらは、ギーグに出会ったんだっけ?」
みんなに聞いてみるが、わからない。どうやら揃って、記憶喪失になってしまったらしい。
「しかたない、さあ、ギーグを倒すぞ!」
ぼくらは、スペーストンネル3を出ると、薄暗い道を歩きはじめた。
◆Hpを、現在のレベルの最大値まで回復させて…………21

